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プラン名称 「食」を活かした深浦まちづくり構想～深浦の食を日本へ、世界へ、そしてミライへ～

リーダー名 青柳紘太
テーマ

※選択したテーマに○をつけてください。
（ ）①北海道新幹線開業に伴う周遊型「観光まちづくりプラン」
（ ）②青森の冬を楽しむ「観光まちづくりプラン」
（ ◯ ）③青森の魅力を活かした滞在型「観光まちづくりプラン」

事務局記入欄指導教職員名 歌代豊

メンバー名 青柳紘太・平井克典・河内美沙・淺見明日香
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近年、食に力を入れ観光客数が増加

魅力＝豊富な食資源

しかし、注目されているのは特定産品のみ

課題＝深浦の豊富な食資源の
魅力を伝えきれていない

SEEDS NEEDS
日本食ブーム

専門学校/料理
教室の増加

日本食レスト
ランの増加

食に関心のある層が増加

SEEDS NEEDS ＝

(AP1) 深浦の農と食に触れる着地型ツアーを提供（おもなターゲット：料理学校の受講女性グループ）

(AP3)食関連の海外企業・団体、日系企業に研修・インセンティブ旅行を提供

(AP2) 専門学校等に郊外実習（生徒および教師）の手配旅行を提供
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食材の豊かさを観光資源として発掘したこと

食について「作る人」をターゲットにしたこと

通年、旬の素材に出会えるプログラム
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構想名

「食」を活かした深浦まちづくり構想
～深浦の食を日本へ、世界へ、そしてミライへ～

ターゲット

食に関心のある人々
立場

DMO深浦として構想を実現させる

「食」から愛された町ふかうら
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専門学生

料理教室
の生徒

海外企業

課外研修

インセンティブ
旅行

課外研修
インセンティブ

旅行

(食関連の海外企業・団体、日系企業)
・農家見学&収穫体験プログラムや漁港・加工
工場見学プログラムを通じて「日本食」が生
れる現場を感じる

・日本食の“ミライ”を担うシェフの卵との交流
を通じて、新たな日本食を知ってもらう。

「日本食」を様々な角度から
感じる旅になる

（専門学校等）
・収穫～調理そして実際に一般の人々に提供し
食べてもらう実践型プログラム

・食の町“ふかうら”の旬の食材を扱う

（料理学校の受講女性グループ）
・収穫体験で調達した食材を農家の人と一緒に
料理することで料理の幅を広げる

・豊富な食資源×ふかうらの大自然療法を味わ
えるよくばりプラン

DMO深浦として、食の宝庫深浦を課外研修やインセン
ティブ旅行を通して、食の町“ふかうら”として日本そ
して世界に発信する。

食
の
町

「
ふ
か
う
ら
」

と
し
て
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

団
体
客
と
個
人
客
を

誘
致
す
る

仕
組
み
の
形
成

観
光
地
と
し
て
の

収
益
の

確
保
に
つ
な
が
る

一
次
産
品
の

販
路
拡
大
や

雇
用
確
保

（
就
農
者
）

JTB賞 受賞 

青森ステージ 
本選出場 


